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６
月
定
例
県
議
会
が
６
月
23
日
か

ら
７
月
７
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

県
保
険
医
協
会
や
県
社
保
協
・
復
興 

県
民
会
議
の
皆
さ
ん
が
提
出
し
た
「
被

災
者
の
医
療
費
・
介
護
利
用
料
等
の
免

除
措
置
継
続
を
求
め
る
請
願
と
意
見

書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
県
保
険
医
協

会
の
被
災
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
12

月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
被
災
者
の

国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費

免
除
が
な
く
な
っ
た
場
合
、「
通
院
回

数
を
減
ら
す
」
が
40
％
、「
通
院
で
き

な
く
な
る
」
が
18
％
で
、
58
％
が
「
こ

れ
ま
で
通
り
通
院
で
き
な
く
な
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
２
０
１
２
年

２
月
に
免
除
が
打
ち
切
ら
れ
た
社
保

の
被
災
者
で
「
こ
れ
ま
で
通
り
通
院
し

た
」
と
の
回
答
は

44

・
１
％
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。 

限
界
だ
」
な
ど
、
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

い
わ
て
労
連
な
ど
10
団
体
が
提
出

し
た
、「
森
友
学
園
」
へ
の
国
有
地
売

却
や
「
加
計
学
園
」
の
獣
医
学
部
新
設

に
関
す
る
真
相
究
明
と
、
国
民
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を 

請願の提出に同席する斉藤県議(６月３０日) 

議員名 

（会派） 

被災者の医療

費窓口負担の

免除継続を求

める請願 

被災者の医療

費・介護利用

料の免除継続

を求める請願 

｢森友学園｣、

｢加計学園｣疑

惑の真相究明

を求める請願 

「共謀罪法」

の強行採決に

抗議し廃止を

求める請願 

斉藤 信 
(日本共産党) 

○ ○ ○ ○ 

千葉 絢子 
(県民クラブ) 

○ ○ × × 

小西 和子 
(社民党） 

○ ○ ○ ○ 

吉田 敬子 
(無所属) 

○ ○ ○ × 

樋下 正信 
(自民党) × ○ × × 

高橋 但馬 
(改革岩手) 

○ ○ ○ ○ 

福井 誠司 
(自民党) × ○ × × 

小野寺 好 
(公明党) × ○ ○ × 

軽石 義則 
(改革岩手) 

○ ○ ○ ○ 

阿部 盛重 
(改革岩手) 

○ ○ ○ ○ 

 

し
た
」
と
の
回
答
は
44
・
１
％
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
意
見
欄
に
は
「
免
除

の
お
か
げ
で
ガ
ン
の
手
術
が
で
き
た
。

子
ど
も
が
い
る
の
で
、
も
う
少
し
生
き

た
い
」「
被
災
の
後
、
糖
尿
病
に
な
り
、

長
引
く
仮
設
暮
ら
し
で
精
神
的
に
も

限
界
だ
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

５
６
９
０
世
帯
の
う
ち
、
自
力
再
建
希

望
が
３
３
１
３
（
59･

４
％
）、
災
害

公
営
住
宅
が
１
６
０
５
（
28･

８
％
）、

そ
の
他
が
（
11･

８
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
力
再
建
へ
の
具
体
的
な

支
援
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

る
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
求
め

る
請
願
と
意
見
書
を
、
全
国
都
道
府
県

議
会
で
２
番
目
に
採
択
し
ま
し
た
。
自

民
党
と
い
わ
て
県
民
ク
ラ
ブ
の
５
人

が
反
対
し
ま
し
た
。 

 

「
中
間
報
告
」
と
い
う
異
常
な
や
り

方
で
強
行
採
決
し
た
「
共
謀
罪
法
」
の 

廃
止
を
求
め
る
請
願
は
、
自
民
党
、
公

明
党
、
県
民
ク
ラ
ブ
の
５
人
、
創
成
い

わ
て
の
４
人
、
無
所
属
の
吉
田
敬
子
・

臼
澤
勉
議
員
が
反
対
し
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。 

 

７
月
４
日
の
本
会
議
で
斉
藤
県
議

が
議
案
に
対
す
る
質
疑
に
立
ち
、
災
害

公
営
住
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

見
守
り
対
策
、
集
会
所
へ
の
支
援
員
の

配
置
を
求
め
ま
し
た
。
災
害
公
営
住
宅

の
入
居
状
況
（
５
月
末
現
在
）
で
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含
む
世
帯
は

２
４
０
９
世
帯
（
59･

９
％
）、
一
人

暮
ら
し 

 

暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
は
１
１
６
５
世

帯
（
29
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災

害
公
営
住
宅
で
の
孤
独
死
は
13
人
、

応
急
仮
設
住
宅
で
の
孤
独
死
は
41
人

に
及
ん
で
い
ま
す
。
佐
々
木
信
復
興
局

長
は
「
市
町
村
に
対
し
、
見
守
り
の
支

援
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
被
災
者

支
援
総
合
交
付
金
の
活
用
を
含
め
要

請
し
て
き
た
。
引
き
続
き
活
用
を
呼
び

か
け
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
岩
手
大
学
教
育
学
部
社
会
学

研
究
室
等
の
「
大
槌
町
災
害
復
興
公
営

住
宅
入
居
者
調
査
」
で
は
、
災
害
公
営

住
宅
の
生
活
課
題
と
し
て
、
団
地
内
で

の
つ
な
が
り
の
希
薄
さ
」
が
第
１
位
で

19
％
、「
騒
音
」
が
第
２
位
で
16･

３
％
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
長
屋
型
の

災
害
公
営
住
宅
で
は
「
騒
音
」
と
答
え

た
方
が
26･

４
％
に
及
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

 

応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
の
住
宅
再

建
の
意
向
調
査
結
果
（
３
月
末
）
で
は
、 

岩手大学の麦倉教授から大槌町の災害公営住宅入居者の実態につ
いて聞く県議団(６月９日) 

書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
県
保

険
医
協
会
の
被
災
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
12
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
る
被
災
者
の
国
保

や
後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療

費
免
除
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

「
通
院
回
数
を
減
ら
す
」
が

40
％
、
「
通
院
で
き
な
く
な

る
」
が
18
％
で
、
58
％
が
「
こ

れ
ま
で
通
り
通
院
で
き
な
く

な
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
２
０
１
２
年
２
月
に
免
除

が
打
ち
切
ら
れ
た
社
保
の
被

災
者
で
「
こ
れ
ま
で
通
り
通
院

し
た
」
と
の
回
答
は44

・
１
％

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 



２０１７年７月                      斉藤信の県政報告                             

 

 

 

     
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

                            

                                        

                                        

                                        

                                        

   

【６
月
】 

22
日 

議
運
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
・現

物
給
付
化
拡
充
の
申
し
入
れ 

23
日 

６
月
定
例
県
議
会
開
会 

24
日 

農
業
・農
協
改
革
反
対
県
民
集
会

（奥
州
市
）、
岩
商
連
定
期
大
会
挨

拶 

25
日 

大
船
渡
市
の
復
興
状
況
調
査 

26
日 

定
例
早
朝
宣
伝
、
岩
手
大
学
麦
倉

教
授
訪
問
・懇
談
（大
槌
被
災
者
調

査
） 

27
日 

県
弁
護
士
政
治
連
盟
と
県
議
と
の

懇
談
会 

29
日 

県
議
会
本
会
議
・東
芝
受
注
案
件

に
つ
い
て
質
疑 

30
日 

県
議
会
本
会
議 

 

【７
月
】 

3
日 

定
例
早
朝
宣
伝
、
県
議
会
本
会
議 

4
日 

県
議
会
本
会
議
・議
案
に
対
す
る

質
疑 

5
日 

商
工
文
教
委
員
会 

6
日 

国
道
２
８
１
号
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
・県
要
望 

7
日 

最
終
本
会
議 

8
日 

憲
法
に
基
づ
く
教
育
を
進
め
る
会

「教
育
条
件
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」 

9
日 

教
職
員
の
超
過
勤
務
・多
忙
化
解
消

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

10
日 

定
例
早
朝
宣
伝 

11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
月
命
日
宣

伝
・九
州
北
部
豪
雨
災
害
救
援
募

金
活
動
、
日
韓
親
善
協
会
総
会
・懇

親
会 

13
日 

 

鈴
木
努
市
議
朝
宣
５
０
０
回
記
念

宣
伝
、
第
11
回
野
党
共
闘
調
整

会
議 

14
日 

岩
手
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
大
会 

16
日 

八
日
町
夏
祭
り 

・８月 ９日（水）18時～20時 

・９月１３日（水）18時～20時 

予約電話番号：６５１－５８８１ 

核兵器禁止条約の採択が決まった歓喜の中で握手
を交わす被爆者のサーロー節子さん（中央）と藤森
俊希さん（しんぶん赤旗より） 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（７月５日） 

７
月
５
日
、
商
工

文
教
委
員
会
で
、
岩

手
労
働
局
の
若
年
者

雇
用
動
向
調
査
結
果

を
受
け
、
県
内
就
職

率
向
上
に
向
け
た
抜

本
的
な
取
り
組
み
を

求
め
ま
し
た
。 

高
校
生
の
県
内
就

職
率
は
66･

３
％

と
な
っ
て
お
り
、

「
２
０
２
０
年
ま

で
に
66･

５
％
」

と
し
て
い
る
県
の

目
標
は
低
す
ぎ
て

真
剣
な
取
り
組
み

に
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
述

べ
、「
せ
め
て
10

ポ
イ
ン
ト
は
引
き

上
げ
る
な
ど
積
極

的
な
目
標
を
も
っ

て 

  

調
査
結
果
で
は
、
岩
手
県
出
身
者
の

県
内
就
職
希
望
が
69･

２
％
、
高
校
生

で
は
72･

３
％
と
地
元
志
向
が
高
く

な
っ
て
い
る
一
方
で
、「
県
内
に
本
社

を
持
つ
企
業
を
１
社
も
知
ら
な
い
」
が

37･

３
％
、「
１
～
２
社
し
か
知
ら
な

い
」
が
27･

６
％
と
驚
く
べ
き
結
果
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
今
年
３
月
卒
の 

国
が
廃
止
を
決
め
て
い
る
雇
用
促

進
住
宅
が
民
間
会
社
に
２
４
８
億
円

余
で
売
却
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
、
入

居
者
の
家
賃
や
入
居
条
件
に
つ
い
て

質
問
。
県
側
は
「
契
約
の
売
却
条
件

で
は
①
入
居
者
が
い
る
物
件
は

10

年
間
は
転
売
で
き
な
い
②
入
居
者
の

賃
料
な
ど
賃
貸
条
件
は
10
年
間
は

変
更
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
提
起
し
ま
し

た
。
菊
池
哲
商
工
労
働
観
光
部
長
は

「
岩
手
の
若
者
の
思
い
や
志
向
が
把

握
さ
れ
た
。
そ
の
思
い
が
遂
げ
ら
れ
る

よ
う
し
っ
か
り
就
職
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

円
の
教
育
等
の
支
援
を
行
い
、山
村
留

学
や
通
学
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
で

今
年
度
51
人
の
入
学
生
を
確
保
し

て
い
る
こ
と
、国
公
立
大
学
に
８
人
の

合
格
者
を
出
し
就
職
で
も
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
し
、学
級
減

の
計
画
を
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

藤
澤
高
校
改
革
課
長
は「
基
本
的
に
再

編
計
画
に
添
っ
た
対
応
を
考
え
て
い

る
が
、
計
画
で
は
、
地
域
の
取
り
組
み

等
も
勘
案
し
て
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。町
の
取
り
組
み
の
成
果
の
上

に
そ
う
い
っ
た
人
数
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
」と
答
弁
し
ま
し

た
。 

に
そ
う
い
っ
た
人
数
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。寺
脇
研
氏

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
・
元
文
科

省
大
臣
官
房
審
議
官
）
が
基
調
講
演
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
学
校
・
県
立

高
校
教
員
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
元
中

学
校
校
長
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

方
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

７
月
８
日
に
は
、教
育
条
件
と
学
ぶ

環
境
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
、
学
校
の
事
務
職
員
、
生
活
と
健

康
守
る
会
、
私
立
高
校
教
員
、
盛
岡
大

学
の
学
生
が
発
言
し
ま
し
た
。 

県立葛巻高校を訪問し根反副校長から話を聞
く県議団（６月１５日） 

来
年
度
２
学
級
か
ら
１
学
級
へ
学

級
減
が
計
画
さ
れ
て
い
る
葛
巻
高
校

に
つ
い
て
、
葛
巻
町
が
１
０
０
０
万

円 

 

７
月
９
日
、
教
職
員
の
超
過
勤

務
・
多
忙
化
解
消
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が 

教職員の超過勤務・多忙化を考えるシンポ
ジウムで発言するパネリストの皆さん 

７月７日、人類史上初めて核兵器を違法化す

る核兵器禁止条約が、ニューヨークの国連本部

で開かれていた｢交渉会議｣で、１２２カ国の圧

倒的多数の賛成で採択されました。日本政府が

国連会議に背を向ける中、志位和夫委員長をは

じめとする日本共産党代表団が日本の政党で

唯一参加し、被爆国の声を届けました。 

講演する鈴木教授。集会には、
ＪＡ、４野党からメッセージも 

国民健康保険が来年度から財政管理が県に移行する広域化が実施されます。 

県の標準保険料の試算では、４市町村が引き下げになるものの、29市町村が

引き上げになるとの試算が示されました。国保の広域化が、「高すぎる国保税」

「低所得者が多く、保険税負担が重い」という国保税の構造的問題を解決する

どころか、さらに負担増を強いることになることは問題です。 

平成 27年度では、12市町村が一般会計からの繰り入れを行って値上げを抑

えています。国負担の抜本的な増額と広域化の抜本的な見直し、一般会計から

の繰り入れによる値上げの回避、激変緩和措置などの取り組みを求めました。 

６
月
24
日
、
奥
州
市
で
「
ス

ト
ッ
プ
農
業
・
農
協
つ
ぶ
し
県

民
集
会
」
が
開
か
れ
、
鈴
木
宜

弘
東
大
大
学
院
教
授
が
講
演
。

デ
モ
行
進
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 


